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ノート 

加硫天然ゴムの熱分解と赤外スペクトル 

 
嶋田 勝，藤田桂一※ 

 

１．緒  言 

 加硫天然ゴムは溶剤に難溶であって分析しがたいの

で熱分解生成分の赤外スペクトル，熱分解ガスクロマ

トグラフ測定等による分析が通常行なわれている。１），２）

しかし加硫の程度によって分解生成物が相当異なって

くることが予想され，この変化が赤外スペクトルにど

のように現われるかということを検討した。この目的

のために天然ゴムに無機充填剤，カーボンブラックな

どを配合し，硫黄 10部の加硫ゴムから 50部までの硬
質加硫ゴムをつくり熱分解生成物の赤外スペクトルを

測定してその変化の状態を調べた。その結果硫黄量の

変化による熱分解生成物の赤外スペクトルには一定の

傾向をもった相違が認められたので報告する。 

２．試料および実験 

 試料は市販のクレープ状天然ゴム（生ゴム）を次の

条件で加硫したものである。 
天然ゴム 100（部） 
ステアリン酸 1 
加硫促進剤DM 1 
亜鉛華 15 
炭酸マグネシウム 10 
炭酸カルシウム 10 
カーボンブラック 10 
硫黄 10～50（変量） 
加硫条件は 
温度                 160℃ 
加硫圧力             50㎏/㎝ 2 
 〃 時間           25min． 
 〃 スペーサー 2㎜ 

とした。なお配合割合は文献に記載されたエボナイト

の配合例３）および市販の硬質加硫ゴムの分析結果を参

考とした。熱分解は細かく裁断した加硫シートを試験

管に入れ，試験管を水平に保持してガスバーナにより

加熱分解させ，試験管の加熱部分が赤熱し，試料が灰

化するまで加熱を続けたのち，試験管内に残るガスを

追い出し，中程に疑集した濃褐色の液状あるいはぺー
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 スト状の生成物を臭化カリプレートに塗りつけて赤外
スペクトルを測定した。赤外スペクトルは曰立EPI-G2

型を使用しResolution N, Gain 2,Scan speed F-1の
条件で測定した。 

３．結果および考察 

 得られた赤外スペクトル(1800～1500㎝－1，1100～
600㎝－1)を図に示す。ゴム乾溜物は熱分解の際の温度，
雰囲気，圧力などいろいろな要素によって変化するも

のと考えられるが，大気中での熱分解の場合，炭酸ガ

ス，水，軽炭化水素，モノマーなどの他にジペンテン

類，ヘビエン類，ポリテルペン類が生成しこのうちジ

ペンテン類(約 46％)およびポリテルペン類（約 27％）
の割合が大きいものとされている４）。加硫ゴムの熱分

解でもこれらのジペンテン，ポリテルペンが生成する

が，その赤外スペクトルにはこれらの分子の中に含ま

れる二重結合にもとずく吸収が比較的強くあらわれ

る。すなわち 1640㎝－1付近のC＝C，880㎝－1付近の

未端メチレン(＞C＝CH2)などの吸収であるが５），これ
は図 a，bの如く硫黄 10部のものと生ゴムの熱分解生
成物では同程度の吸収となっている。配合硫黄の少 
ない加硫ゴムでは硫黄の結合様式はポリサルファイ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 以上のように添加硫黄量の異なる加硫天然ゴムの 
熱分解生成物の赤外スペクトルは硫黄量により非常に

異なってくることが認められた。したがって，加硫物

の熱分解生成物による分析には常にこれらのことを考慮 
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Fig. IR spectra of pyrolysis products of natural rubber and its vulcanizates 
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して実施する必要がある，また，これらの熱分解生成

物の赤外スペクトルの比較検討によって，硫黄の結合

 状態などの推定も可能であろうと思われる。 
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